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講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
永
井
和
理

事
と
田
中
和
子
常
務
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内

容
は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い
。
本
年
も
盛
況
で
、
約
一
二
〇
名
の
参
加
者
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
横
田
冬
彦
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
、
引
き
続
き
文
学
部
地
下
大
会
議
室
に

て
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
井
谷
触
発
）

史
学
研
究
会
会
則

　
　
　
　
　
〔
こ
○
一
〇
年
一

一
月
二
日
改
正
）

第
一
条
　
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

　
学
研
究
科
内
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者
が

　
集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

　
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
の
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
1
．
総
会
・
大
会
・
例
会
等
の
会
合

　
　
2
．
会
誌
『
史
林
騙
等
の
発
行

第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　
理
事
長
一
名
、
理
事
一
五
名
以
上
三
五
名
以
内

　
（
内
常
務
理
事
四
名
）
、
監
事
二
名
、
評
議
員

　
四
〇
名
以
上
六
〇
名
以
内
、
委
員
若
干
名

第
六
条
　
役
員
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
よ
つ

　
て
選
出
さ
れ
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と

　
す
る
。
理
事
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統

　
坐
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を

　
招
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
樽
成
し
、
会
務

　
を
処
理
す
る
。
と
く
に
常
務
理
事
は
、
庶
務
・

　
編
集
・
会
計
・
広
報
の
各
事
務
を
担
当
す
る
。

　
監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

第
七
条
　
委
員
は
理
事
長
よ
り
嘱
託
さ
れ
、
編

　
集
・
庶
務
の
実
務
を
分
掌
す
る
。

第
八
条
　
役
員
の
任
期
は
、
委
員
（
任
期
一
年
）

　
を
除
き
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
さ
ま

　
た
げ
な
い
。

第
九
条
　
本
会
は
第
三
条
に
掲
げ
た
目
的
に
賛
同

　
す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
会
員
は
次
の

　
2
種
類
と
す
る
。

　
1
．
正
会
員
　
2
，
学
生
会
員

第
十
条
　
会
員
は
会
誌
『
史
林
』
の
配
布
を
受
け
、

　
か
っ
こ
れ
に
投
稿
し
、
ま
た
総
会
に
参
加
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
～
条
　
会
員
は
、
退
会
届
を
事
務
局
に
提
出

　
し
、
任
意
に
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

　
会
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

　
合
に
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
（
1
）
本
人
が
死
亡
し
、
ま
た
は
会
員
で
あ
る

　
　
団
体
が
消
滅
し
た
時

　
（
2
）
会
費
を
三
年
間
納
入
し
な
い
時

第
十
二
条
　
会
員
は
、
所
定
の
会
費
一
年
分
を
前

　
塗
す
る
も
の
と
す
る
。
会
費
の
納
入
を
二
年
分

　
怠
っ
た
時
、
雑
誌
の
送
付
を
停
止
さ
れ
る
。
さ

　
ら
に
一
年
間
会
費
の
納
入
を
行
わ
な
い
場
合
、

　
会
員
の
資
格
を
喪
失
す
る
。

第
十
三
条
　
会
員
が
既
に
納
入
し
た
会
費
は
返
還

　
し
な
い
。
た
だ
し
一
年
分
を
超
え
て
前
納
し
て

　
い
る
場
合
に
は
、
　
一
年
分
を
超
え
る
部
分
を
返

　
還
す
る
。

第
十
四
条
　
毎
年
秋
季
に
大
会
を
開
き
、
ま
た
適

　
宜
例
会
を
開
く
。
会
場
等
は
そ
の
度
に
こ
れ
を

　
定
め
る
。

第
十
五
条
　
毎
年
秋
季
に
お
い
て
総
会
を
開
き
、

　
会
務
の
報
告
を
行
な
い
、
承
認
を
受
け
る
。

第
十
六
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及

　
び
寄
付
金
を
以
て
支
弁
す
る
。
会
費
は
誌
代
を

　
以
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
十
七
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
に
始
ま
り
、

　
翌
年
一
二
月
に
終
わ
る
。

附
　
則
　
本
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決
議

　
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
但
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動

　
に
基
づ
く
会
費
金
額
の
変
更
は
理
事
会
が
こ
れ
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を
行
う
。

　
　
『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
1
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、
三
二
〇

　
　
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
x
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介
　
2
こ
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
竺

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
・
論
文
評
　
2
殺
組
、
八
○
○
○
字
以
内

紹
介
　
3
段
組
、
一
二
〇
〇
字
程
度

◇
原
稿
の
種
類
を
明
示
す
る
こ
と
。

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
投
稿
に
際
し
て
は
、
（
1
）
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

　
一
部
も
し
く
は
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び

　
（
2
）
電
子
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
。
電
子
デ
ー

　
タ
に
関
す
る
詳
綱
は
下
記
「
補
足
」
の
く
電
子

　
デ
ー
タ
作
成
要
領
〉
を
参
照
。
電
子
デ
ー
タ
を

　
準
備
で
き
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局

　
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

◇
図
版
を
用
い
る
場
合
は
、
下
記
「
補
足
扁
の
〈
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
　
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
印
刷
技
術
上
、

　
図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

　
判
断
し
、
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、

　
そ
の
経
費
の
～
部
、
数
千
円
～
数
万
円
を
負
担

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下

　
さ
い
。

送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

一
エ
ハ
O
　
ハ
人
五
9
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会

　
　
『
史
林
』
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
C

D
－
R
、
C
D
－
R
W
、
U
S
B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
。
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

ど
の
事
由
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

ワ
ー
ド
、
一
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

ω
O
O
α
鼠
以
上
の
解
像
度
と
す
る
。
ソ
フ
ト

　
（
裳
¢
ω
9
象
o
N
や
℃
『
0
8
ω
置
o
b
な
ど
）
や
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る

こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
珊
㎜
×
…
…
㎜
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。
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・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
面
積

　
4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

　
す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

　
ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

　
こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

　
め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
図
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

　
の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

　
グ
ペ
！
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

　
書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

　
タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

　
け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

　
る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

　
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

　
に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

　
す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

　
を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
意
　
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

〈
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
〉

・
著
者
が
論
文
等
を
任
意
の
サ
ー
バ
ー
に
、
機
関

レ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
使
っ
て
公
表
す
る
場
合
は
、

以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の

条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、
本
会
へ
の
承

諾
伺
い
は
不
要
と
す
る
。

イ
）
　
『
史
林
嵐
の
版
面
を
そ
の
ま
ま
P
D
F
フ

　
ァ
イ
ル
な
ど
に
し
て
公
開
す
る
場
合
は
、
掲

　
載
誌
刊
行
後
、
二
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
）
　
論
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
ハ
）
　
営
利
目
的
で
な
い
こ
と
。

（
二
〇
一
四
年
一
月
改
定
）

　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
三
年
七
月
一
八
日
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
八
日
）

九
州
国
際
大
学
　
法
学
論
集
（
九
州
国
際
大
学
法

　
学
会
）
　
～
九
－
三

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
八
三

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
五
－
三

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
＝

壷
濁
師
大
歴
史
愚
管
（
國
立
壷
薦
師
範
大
學
歴
史

　
學
系
）
四
七

壷
湾
師
大
歴
史
學
報
（
國
立
壷
灘
師
範
大
宮
歴
史

　
學
系
）
四
八

人
文
學
報
（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
）
O
日

人
文
學
報
（
京
都
大
學
人
文
科
學
砥
究
所
）
O
H
＜

龍
谷
大
学
経
済
学
論
集
（
龍
谷
大
学
経
済
学
会
）

　
五
ニ
ー
三

國
立
壷
湾
大
箱
　
考
古
人
類
學
刊
（
國
立
豪
溝
大

　
學
大
学
院
人
類
學
系
）
七
八

桜
井
布
纏
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
（
桜
井
市
纒

　
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
○
号
（
二
〇
～
二
）

桜
井
市
埋
蔵
文
化
財
　
発
掘
調
査
報
告
書
（
桜
井

　
市
纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編
）
四
〇

纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
纒
向
学
研
究

　
（
桜
井
市
纏
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
　
一

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
申
言
研

　
究
院
歴
史
風
雪
口
研
究
所
）
八
四
…
二

史
遊
と
美
術
（
史
　
美
術
聖
血
会
）
八
三
六

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
一
四

　
六

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
五
～

國
史
學
（
国
史
学
会
）
二
一
〇

史
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
一
一
八
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申
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
五
三
－
一

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
五
三
一
二

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
五
三
一
三

韓
國
史
研
究
藁
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
一

　
⊥
ハ
○
・
一
山
ハ
一

東
方
學
（
東
方
藁
薦
）
＝
一
六

三
康
文
化
研
究
所
年
報
（
張
換
文
化
研
究
所
）
四

　
四

皇
學
館
大
學
紀
要
（
皇
學
館
大
學
）
五
〇

皇
學
館
大
學
紀
要
（
皇
學
館
大
喜
）
五
一

史
學
雑
誌
（
史
墨
筆
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
｝
二
ニ
ー
七

日
本
学
刊
一
｝
℃
〉
窯
国
ω
国
ω
↓
¢
O
旨
ω
（
中
国
祉

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
＝
ニ
ー
四

飛
鳥
資
料
館
研
究
図
録
　
東
ア
ジ
ア
金
属
工
芸
史

　
の
研
究
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
）

　
一
六

海
南
史
學
（
高
知
海
南
史
学
会
）
五
　

地
域
ア
カ
デ
ミ
ー
　
公
開
講
座
報
告
書
（
広
島
大

　
学
大
学
院
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
講
座
）
二

　
〇
＝
一

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
六
四
－
三

愛
知
大
學
文
學
論
叢
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
一
四

　
八

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
五
二

　
…
一

阿
情
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
山
ハ
五
－
入

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
一
二

〉
乞
↓
国
際
○
勺
O
ピ
○
○
同
○
》
い
ω
O
田
冥
○
騎
（
↓
冨

　
○
曲
。
巨
甘
口
毎
p
⊃
一
〇
｛
↓
頃
国
〉
乞
6
頃
力
○
勺
O
－

　
い
○
○
同
O
》
い
G
Q
O
O
闘
↓
磯
○
黒
蜜
℃
℃
〇
三
）
　
一

　
二
～
1
二

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
四
九
1
一

立
命
館
法
人
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
四
八

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
八
四

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
（
新
潟
県
立
歴

　
史
博
物
館
）
一
四

紀
尾
井
論
叢
（
上
智
大
学
の
画
工
曾
甑
9
。
会
）
一

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
八
三
七

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
七
五

須
坂
市
域
の
史
料
目
録
（
須
坂
市
誌
編
さ
ん
室
）

　
五

奈
良
文
化
財
研
究
所
概
要
（
奈
良
文
化
財
研
究

　
所
）
二
〇
一
三

栃
木
県
立
文
書
館
だ
よ
り
（
栃
木
県
立
文
書
館
）

　
五
四

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
七
六
…
三
・
四

立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
（
立
命

　
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
二
一
1
　

困
一
家
脇
ザ
會
難
山
恥
（
国
家
学
ム
至
畢
務
所
）
　
一
二
⊥
バ
ー

　
七
・
八

目
學
雑
誌
（
史
灘
南
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
＝
一
ニ
ー
八

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
九
－
二

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
七
二
…
土

西
洋
史
学
報
（
広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
室
）
四

　
〇

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
五
一
九

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
＝
ニ
ー
去
｝

成
大
歴
史
學
報
（
國
立
成
功
大
學
歴
史
學
系
）
四

　
四

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
　
二

皇
學
館
大
寺
史
料
編
纂
所
報
（
華
魁
館
大
學
史
料

　
編
纂
所
）
二
三
九

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
年
報
（
国
立
歴
史
民
俗
博

　
物
館
）
九

米
沢
史
学
（
米
沢
史
学
会
）
二
九

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
八
五

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
八
三
八
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史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
～
六
九

古
代
文
化
（
古
代
學
協
會
）
六
五
一
二

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
三
二

史
學
（
三
田
史
学
会
）
害
獣
ー
三

史
學
研
究
（
廣
島
史
學
研
究
會
）
二
八
一

藝
林
（
藝
林
會
）
⊥
ハ
ニ
ー
二

経
済
科
学
（
名
忍
声
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
⊥
ハ
一
－
二

九
州
国
際
大
学
経
営
経
済
論
集
（
九
州
国
際
大
学

　
経
済
学
会
）
　
一
九
一
三

オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
五
六
一

　
～経

回
學
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
入
O
i
～

繧
濟
學
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
八
○
…

　
二
・
三
合
併
号

哲
學
研
究
（
京
都
哲
三
三
）
五
九
六

日
本
学
刊
｝
〉
℃
＞
Z
国
ω
両
ω
↓
¢
U
田
ω
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
＝
エ
・
五

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
三
八
－
一
・
二
合
併
号
（
通
巻
一
七
六

　
号
）

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
ニ
ニ
ー
九

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
五
－
四

日
本
丁
士
院
紀
要
（
日
本
吉
士
院
）
六
八
一
～

九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
（
九
州
国
際
大
学
教
養

　
学
会
）
二
〇
1
一

編
集
後
記

　
今
年
の
特
集
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
移
動
」
と

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
大
き
な
位

置
を
占
め
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
分
、
歴
史
学
の

主
題
と
し
て
は
や
や
漠
然
と
し
た
、
捉
え
ど
こ
ろ

の
な
い
概
念
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
回

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
論
説
・
資
料
紹
介
・
書

評
・
紹
介
と
も
、
執
筆
者
そ
れ
ぞ
れ
の
秀
逸
な
ご

見
地
か
ら
、
こ
の
身
近
で
あ
り
な
が
ら
甚
だ
多
面

的
な
「
移
動
」
の
諸
相
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
概
念

の
幅
広
さ
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
～
編
集

者
と
し
て
、
当
方
の
曖
昧
模
糊
と
し
た
寄
稿
依
頼

に
か
く
も
見
事
に
応
え
て
く
だ
さ
っ
た
執
筆
者
の

諸
先
生
に
は
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

し
か
し
一
方
で
、
特
集
号
全
体
と
し
て
は
、
個
々

の
論
点
が
あ
ま
り
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
し
ま
い
、

移
住
や
交
通
な
ど
本
来
歴
史
学
が
主
要
な
テ
ー
マ

と
し
て
き
た
「
移
動
」
を
期
待
さ
れ
た
読
者
の

方
々
に
と
っ
て
は
、
ご
本
意
に
添
え
な
か
っ
た
面

も
あ
っ
た
の
で
は
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。
い
や

し
く
も
「
特
集
」
と
名
の
つ
く
企
画
を
立
て
る
な

ら
、
で
き
る
か
ぎ
り
読
者
の
期
待
を
予
想
し
た
論

題
に
絞
り
こ
む
べ
き
だ
と
い
う
ご
意
見
も
、
も
っ

と
も
か
と
存
じ
ま
す
。
責
め
を
負
う
べ
き
は
も
ち

ろ
ん
執
筆
者
の
先
生
方
で
は
な
く
、
執
筆
依
頼
の

時
点
で
明
確
な
構
想
を
描
き
き
れ
て
い
な
か
っ
た

我
々
運
営
陣
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
一
介
の
編
集
要
員
と
し
て
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
改
善
に

向
け
て
精
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
崎
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
窪
6
”
＼
＼
≦
毛
芝
面
江
彊
ざ
冨
p
障
《
巳
ハ
跨
甘
〉
邑
Φ
×
茸
邑

二。。

嚴
ｱ
嬰
譜
翻
定
価
二
、
○
O
o
円

　
史
林
第
九
七
巻
第
一
号
（
通
巻
第
五
Ω
膏
万
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
告
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
匿
A
焉
（
〇
七
五
）
七
五
三
－
二
七
八
七

発
行
人

印
欄
所

撫1史
印＿　○学

刷響上6
株塵原南

江真董究

A田　 五

磁庸会
260 （260）



　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
と
お
り
、
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

テ場日
1

マ所時

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
開
会
挨
拶

　
　
趣
旨
説
明

参
加
は
無
料
、
事
前
の
予
約
も
不
要
で
す
多
数
ご
来
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申

二
〇
一
四
年
四
月
一
九
日
（
土
）
　
午
後
一
時
～
六
時
一
五
分

京
都
大
学
文
学
部
　
新
館
第
三
講
義
室

「
祈
　
り
」

史
学
研
究
会
理
事
長
　
上
原
真
人

第
一
部
（
午
後
一
時
一
五
分
～
三
時
四
〇
分
）

　
松
尾
充
晶
　
「
古
代
の
祭
祀
空
間
　
　
地
域
社
会
に
お
け
る
神
社
の
成
立
過
程

　
坪
井
　
剛
　
「
鎌
倉
期
に
お
け
る
専
修
念
仏
教
団
の
形
成
と
展
開
」

　
青
谷
秀
紀
　
「
中
世
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
聖
地
の
表
象
と
購
宥
」

」

第
二
部
（
午
後
四
時
～
五
時
三
五
分
）

　
水
越
　
知
　
「
中
国
近
世
の
地
方
都
市
に
お
け
る
宗
教
的
空
間
－
十
九
世
紀
、
重
慶
府
軽
輩
を
中
心
に
t
」

　
横
田
貴
之
　
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
『
行
動
の
思
想
繍
ー
ハ
サ
ン
・
バ
ン
ナ
ー
を
中
心
に
i
」

質
疑
お
よ
び
討
論
（
午
後
五
時
三
五
分
～
六
時
）

閉
会
挨
拶
　
　
　
京
都
大
学
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
系
代
表

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
懇
親
会
（
午
後
六
時
三
〇
分
～
八
時
、
参
加
無
料
、
予
約
不
要
）
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

史
　
学
　
研
　
究
　
会
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